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“神埼よかよか券（商品券）”使えます

寺田ギター教室生徒募集寺田ギター教室生徒募集寺田ギター教室生徒募集寺田ギター教室生徒募集寺田ギター教室生徒募集
初心者から上級者まで憧れの曲が弾けるように
楽しく指導します。

問い合わせ　☎0942－96－4345
　　　　　　みやき町大字寄人1904-2　寺田健一郎

【募集募集】
　エレキ、エレキ、アコースティック、フォーク、アコースティック、フォーク、
　クラシックギター、ウクレレ、ベースコース　クラシックギター、ウクレレ、ベースコース

【募集】
　エレキ、アコースティック、フォーク、
　クラシックギター、ウクレレ、ベースコース

　

平
成
23
年
度
、
平
成
24
年
度
に

神
埼
市
が
発
注
す
る
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
種
別

　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
浄
化
槽
設
置
工
事
、

物
品
、
庁
舎
等
維
持
管
理
業
務

○
受
付
期
間

　
１
月
４
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

財
政
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
１

○
申
込
書
の
配
布

　
２
月
１
日
（
火
）
か
ら

○
受
付
期
間

　
２
月
４
日
（
金
）
か
ら

       　
　
　
　
　

10
日
（
木
）
ま
で

※
６
日
（
日
）
は
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
５
日
（
土
）
は
休
み
で
す
。

○
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※
申
込
書
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）

◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　
マベッ
ク
・
松
尾
建
設
共
同
企
業
体

佐
賀
管
理
室

　

☎
２
５

－

２
５
２
５

神
埼
市
一
般
競
争（
指
名
競
争
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

●　

募　

集　

●

　

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
を
記

念
し
、
各
都
道
府
県
の
記
念
貨
幣
が

順
次
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

た
び
、「
佐
賀
県
」
の
５
０
０
円
貨

幣
の
引
き
換
え
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

佐
賀
県
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る

大
隈
重
信
侯
の
肖
像
と
佐
賀
錦
・
鹿

島
錦
（
紗
綾
型
）
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
引
き
換
え
開
始
日

　
１
月
19
日
（
水
）

・
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
、

引
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
取
扱
枚
数
は
、
金
融
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
予
定
さ
れ
た
枚
数

に
達
し
た
場
合
、
引
き
換
え
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
一
度
に
引
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
枚
数
に
つ
い
て
は
、
制
限
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
政
策
監
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
５

－

７
３
６
０

佐
賀
県
の
記
念
貨
幣（
5
0
0
円
貨
幣
）

の
引
き
換
え
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

平
成
23
年
4
月
に
県
知
事
選
挙
、

県
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
予
定
で
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
の
た
め
に
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

○
募
集
内
容

　

明
る
い
選
挙
・
投
票
参
加
を
促
す

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
一
党
一
派

に
偏
ら
な
い
も
の
。
字
数
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
…
標
語
、キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
（
広
告
の
文
章
）、俳
句
、

川
柳
な
ど

○
応
募
締
切
日　

1
月
28
日
（
金
）

○
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
方

○
応
募
方
法

　

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）、
電
子

メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
当
日
必
着
）
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
次
の
事
項

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。①
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
、②
郵
便
番
号
・
住
所
、

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、④
電
話
番

号
、⑤
年
齢
（
年
代
で
も
可
）、⑥

職
業
（
在
学
中
の
方
は
学
年
も
）

※
①
〜
④
は
記
載
が
な
い
と
、
応
募

が
無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。⑤
、⑥
は
審
査
の
参
考
と
す
る

た
め
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
人
５
点
ま
で
応
募
可
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
8
4
0

－8
5
7
0（
住
所
記
載
不
要
）

　
《
佐
賀
県
庁
市
町
村
課
内
》

　

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

佐
賀
県
明
る
い
選
挙

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
！

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

○
募
集
訓
練
科
名

・
電
気
制
御
技
術
科

※
概
ね
40
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
す
。

※
企
業
内
実
習
１
ヶ
月
含
み
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

雇
用
保
険
受
給
者
お
よ
び
求
職
者

○
申
込
締
切
日　
２
月
２
日
（
水
）

○
訓
練
期
間

　
３
月
１
日
（
火
）
か
ら
６
ヶ
月

○
申
込
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
毎
月
職
業
訓
練
説
明
会
を
行
っ
て

　
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

雇
用・能
力
開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

☎
２
６

－

９
５
１
６

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

☎

●　

ご　

案　

内　

●

　

明
る
い
選
挙
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募

　

集
担
当

　

☎
２
５

－

７
０
２
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５

－

７
２
６
１

　

akaruisenkyo@
pref.saga.lg.jp
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“神埼よかよか券“神埼よかよか券（商品券）（商品券）”使えます”使えます“神埼よかよか券（商品券）”使えます
新草 入荷しています。

寺田ギター教室生徒募集寺田ギター教室生徒募集

【募集】
　エレキ、アコースティック、フォーク、
　クラシックギター、ウクレレ、ベースコース

下
水
道
等
の
使
用
料
を
市
に

納
入
し
て
い
る
方
へ

高
齢
者
要
望
等
実
態
調
査
に

ご
協
力
を

佐
賀
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

☎

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
で
は
、
今
後

の
介
護
保
険
や
高
齢
者
保
健
福
祉
を

検
討
す
る
た
め
に
、
平
成
23
年
２
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
高
齢
者
要

望
等
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
う
ち

無
作
為
で
抽
出
し
た
方
に
郵
送
で
調

査
票
を
送
付
す
る
か
、
調
査
員
が
質

問
し
聞
き
取
る
形
で
行
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

　

☎
４
０

－

１
１
３
１

春
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
ご
案
内

【
説
明
会
】

○
と
き　
１
月
30
日
（
日
）

    

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

深
見
ビ
ル
会
議
室

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
）

○
対
象　

小
学
２
年
生
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

高
校
３
年
生
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３

－

６
４
５
９

－

４
６
６
１

　

http://w
w
w.kskk.or.jp/

　

市
で
は
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
使
用
料
に

つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
の
人
数
で

徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
入
院
さ
れ
て
い
る
方
、
学
生

な
ど
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
生
活
実

態
の
な
い
方
が
お
ら
れ
る
世
帯
で
は
、

減
免
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
は
申
請
月
か
ら
に
な

り
ま
す
。

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

下
水
道
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
５

河
川
敷
地（
国
の
所
有
地
）は

国
民
共
有
の
財
産
で
す

◆
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
活
用
を
！

　

河
川
敷
地
を
利
用
す
る
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
無
断
で
工
作
物
を
建
て
た
り
、

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
燃
や
し
た
り
す
る

こ
と
は
違
法
行
為
で
す
。
思
い
当
た

る
方
は
、
絶
対
や
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

河
川
敷
地
は
国
民
共
有
の
財
産
で

す
。ル
ー
ル
を
守
り
、ル
ー
ル
に
従
っ
て
、

利
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
河
川
敷
で
火
災
発
生
！

　

河
川
敷
で
、植
木
の
せ
ん
定
く
ず
・

家
庭
ゴ
ミ
な
ど
を
焼
却
し
、
そ
の
火

が
、
枯
れ
た
葦
（
ア
シ
・
ヨ
シ
）
に

燃
え
広
が
り
、
消
防
車
が
出
動
す
る

事
故
が
城
原
川
、
早
津
江
川
な
ど
で

数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
住
家
に
飛
び
火
す
る
危

険
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
絶
対

や
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務

所
で
は
筑
後
川
、
早
津
江
川
、

城
原
川
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
筑
後
川
河
川
事
務
所

　

☎
０
９
４
２

－

３
３

－

９
１
３
１

第
３
回
つ
な
ご
う
地
域
・
つ
な
げ

よ
う
気
持
ち「
地
域
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
」開
催

◆
Ｃ
Ｓ
Ｏ（
市
民
社
会
組
織
）
活
動

を
さ
れ
て
い
る
団
体
の
活
動
写
真
・Ｐ

Ｒ
チ
ラ
シ
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　
２
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

   

５
日
（
土
）
ま
で

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

神
幸
館
（
神
埼
町
三
丁
目
）

※
１
月
31
日
（
月
）
ま
で
活
動
写
真

や
パ
ネ
ル
・Ｐ
Ｒ
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
地
域
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
サ

ミ
ッ
ト
団
体
参
加
者
募
集

○
と
き　
２
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら

○
内
容

①「
ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
足 

　

元
を
見
つ
め
直
す
見
聞
ツ
ア
ー

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー
「
団
体

　

運
営
の
パ
ソ
コ
ン
活
用
術
」

③
講
演
会

　
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
団
体
活
動
の
道
し
る
べ
」

　

〜
ど
う
な
る
地
域
・
何
を
い
か
に

し
て
担
う
Ｃ
Ｓ
Ｏ
？
〜

④
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流 

　

会
青
森
大
会
参
加
報
告
会

⑤「
ど
う
せ
な
ら
知
り
合
お
う
」
交
流
会

　
（
参
加
費
1
人
３
，
０
０
０
円
）

※
今
回
は
、
佐
賀
県
地
域
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
情
報
交

換
交
流
会
も
同
時
開
催
と
な
る
た

め
、
県
内
の
地
域
づ
く
り
団
体
か

ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｃ
Ｓ
Ｏ
か
ん
ざ
き　

神
幸
館

　

☎
２
０

－

２
５
１
０

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
労
働
局　

賃
金
室

　

☎
３
２

－

７
１
７
９

件　名

佐賀県（地域別） 642円

750円

713円

643円

一般機械器具
製造業関係

平成22年
 10月29日

平成22年
 12月29日

平成22年
 12月26日

平成22年
 12月19日

電気機械器具
製造業関係

陶磁器・同関連
製品製造業

１時間 効力発生日
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☎

神埼市立図書館 千代田分館

　

発
達
障
害
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
ご
家
族
、
成
人
の

皆
さ
ま
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

○
と
き　
１
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で　

　
（
１
回
50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
５

－

３
３
５
０

○
と
き　
２
月
５
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
予
約
は
不
要
で
す
。

○
と
こ
ろ

　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ア
バ
ン

セ
な
ど
県
内
７
会
場

○
内
容

　

不
動
産
の
相
続
･
売
買
等
の
登

記
、
供
託
、
債
務
整
理
、
成
年

後
見
、
遺
言
、
各
種
裁
判
手
続

き
な
ど

◆
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
当
日
の
み
）

　

☎
２
９

－

０
６
３
５

　

☎
２
９

－

９
９
６
６

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

☎
２
９

－

０
６
２
６

　

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
椎
茸

原
木
に
、
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
椎
茸

菌
の
コマ
を
埋
め
込
み
ま
す
。そ
の
後
、

公
園
内
の
椎
茸
栽
培
に
適
し
た
場
所

に
一
年
半
保
管
し
ま
す
。

　

そ
の
年
の
気
候
に
も
よ
り
ま
す
が
、

だ
い
た
い
春
と
秋
が
収
穫
の
時
期
で

す
。
椎
茸
が
た
ち
は
じ
め
ま
し
た
ら

連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
原
木
ご
と
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

○
料
金　

７
０
０
円
〜
１
，
５
０
０
円

　
※
原
木
の
大
き
さ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
持
っ
て
く
る
も
の　

軍
手

○
イ
ベ
ン
ト
期
間

　
２
月
13
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
６
日
（
日
）
ま
で

○
申
込
受
付

　
１
月
17
日
（
月
）
か
ら
、
午
前
９

　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
原
木
３
０
０
本
が
な
く
な
り
次
第

受
付
終
了
し
ま
す
。
本
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
！

○
営
業
時
間
（
わ
ん
ぱ
く
館
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
休
園
日　

第
２
・
第
４
水
曜
日　

※
年
始
は
、
１
月
４
日（
火
）か
ら　

　

営
業
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

高
取
山
公
園
「
わ
ん
ぱ
く
王
国
・

　
そ
よ
か
ぜ
の
丘
」　
（
わ
ん
ぱ
く
館
）

　

☎
５
１

－
９
０
２
０

　

☎
５
１

－

９
０
１
３

吉
野
ヶ
里　

遊
・
学
・
館

　

〜
１
月「
野
菜
の
日
」〜

●　

相　

談　

●

司
法
書
士
に
よ
る

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

椎
茸
栽
培
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

菱
の
里　

ち
よ
だ

◆
１
月
７
日
（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
、
鏡
開
き

　
ぜ
ん
ざ
い
を
お
ふ
る
ま
い

　
　
　
　

 （
先
着
50
名
様
）

◆
１
月
18
日
（
火
）

　

午
前
９
時
か
ら
、
新
鮮
野
菜
等
の

　

抽
選
会
（
先
着
60
名
様
）

○
営
業
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
定
休
日　

毎
週
水
曜
日

※
初
売
り
は
、１
月
７
日
（
金
）で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
ヶ
里　

遊
・
学
・
館

　

☎
５
３

－

８
５
８
７

○
営
業
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
　
（
木
・
金
・
土
曜
日
の
み
）

※
木
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
10
時　

　

ま
で
は
、
魚
も
販
売

※
年
始
は
、
１
月
６
日
（
木
）
か
ら

　

営
業
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

菱
の
里
ち
よ
だ

　

☎
４
４

－

６
０
９
２

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
害
児(

者)

専
門
相
談

○
と
き　
１
月
12
日
（
水
）

　

 

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
郡
統
括
支
所

○
対
象
者

・
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
郡
内
の
農
家
子
弟

・
退
職
後
就
農
希
望
の
兼
業
農
家

・
新
規
参
入
希
望
者

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
郡
支
部

　

 

園
芸
販
売
課

　

 

☎
５
３

－

３
７
６
７

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
経
営
相
談

○
と
き　
１
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　
ほ
ほ
え
み
館
（
佐
賀
市
保
健
福
祉 

会
館
）
４
階

○
相
談
員

　

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど

○
内
容

　

遺
言
、
離
婚
、
成
年
後
見
、
登
記
、

供
託
、
人
権
相
談
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
地
方
法
務
局　

総
務
課

　

☎
２
６

－

２
１
４
９

司法書士　末永 博義・井上 智史

正しい遺言書を残すには
相続人が行方不明。どうしたらいい？

時間外については、電話予約下さい

なんでも気軽にご相談下さい（相談室あります）

営業時間：午前８時～午後６時
（サピエより南に100m）

・白米、玄米・もち米・大豆
・雑穀（赤、緑、黒米）・ぽん菓子など
お問合せ先は ➡ 種まきの会（大隈）迄

JA三田川支所前パソコン支援センター内
携帯TEL 090-9560-8317
TEL/fax 0952-55-9292
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☎
○読書会

○自主サークルのおはなし会

○と　き　１月22日（土）　14：00 ～ 14：30
○ところ　神埼市中央公民館　２階和室

１月

と　き

と　き

グループ名

サークル名

書　名 著者名 と　こ　ろ

と　こ　ろ

◆新春おはなし会

問い合わせ先

問い合わせ先

神埼市中央公民館
2階　和室

11：00～11：30

キラ☆キラくらぶ

9：30
 ～11：30

若菜会

新樹会

山王会

日本人のこころ 4

日本人のこころ 3

五木寛之

神埼市中央公民館

城原公民館

神埼市立図書館
千代田分館おはなしケムケム

１月13日（木）

１月11日（火）

10：30～11：00

佐藤　☎44－2925

開　☎090－7534－0310

杉山
☎ 53－4664

境
☎ 52－9934

古賀
☎ 44－2849

東島
☎ 53－1047

9：30
 ～11：30

13：30
 ～15：30 よしのこ会 千代田町福祉センター

JA西郷支所14日（金）

18日（火）

19日（水）

21日（金）

今月のおすすめの本

千代田分館へどうぞ！
　千代田分館は、千代田総
合支所１階にあります。
　日当たりの良い、中央のソ
ファーでゆっくりと読書に親し
みませんか？
　小さいながらも、話題の新
刊書、暮らしに役立つ本、絵
本など種類は豊富です。千代田分館にない本は神埼市立図書館や
県立図書館からもスピーディにお取り寄せします。
　千代田総合支所や保健センターのお帰りの際にはぜひお立ち寄り
ください。小さいからこそ親しみやすい図書館ですよ。
○開館時間　 9:00 ～ 18:00
○休  館  日　土・日曜日、祝日
◎問い合わせ先　神埼市教育委員会　社会教育課　☎４４－２７３１
　　　　　　　　※図書館のホームページのアドレスが変わりました。
　　　　　　　　http://library.kanzaki.ed.jp/

図書館紹介② 神埼市立図書館 千代田分館神埼市立図書館 千代田分館神埼市立図書館 千代田分館

◇◆図書館からのお知らせ◆◇
 「心に響く小さな5つの物語」
藤尾　秀昭/文　致知出版社
　夢を実現したイチロー選手
の６年生の頃の作文、母に本
当の愛を教えてもらった少年
の話、たった１年間の担任の
先生と生徒との縁、短い生涯
を人生のテーマを持ち見事に
生ききった少年の話など、感動
をよぶ５つの実話が描かれて
います。

 「ひとり-15歳の寺子屋-」
吉本　隆明/著　講談社
　「自分はひとりだな」と思い
ながらみんな生きている。誰か
を意識するようになって自分の
ことがだんだん見えてきたか
ら。大人への第一歩をふみ出
した15歳の君へ、人生の大先
輩たちのメッセージ。

「夢の図書館-こどもでつくろう-」
笠原　良郎/文　アリス館
　ロボットが案内したり、天文
台があったり、庭にはハンモッ
クで読書できたりと、子どもた
ちの視点から、こんな図書館
があったらいいなと「夢のこど
も図書館」づくりのおもしろいア
イデアがとび出す本です。
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OBUKEN君

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか！
１月は、「ヴォーカルアンサンブル」を楽しんでいただきます。

 

親子で、ご家族で、また、お友達とお誘いあわせの上、

ぜひご参加ください！ （入場無料）。

[出演者から一言]

＊新年幕開けのミュージックタイムはカノンと共に！！

　寒い冬の夜は心温まる歌声でポッカポカ

◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　☎53－2325

○と　き　１月８日(土) 
　　　　　19:00 ～ 20:00
○ところ　神埼市中央公民館 
　　　　　ロビー
○内　容　ヴォーカルアンサンブル
　　　　　　「銀色の道」「ペチカ」
　　　　　　「冬の夜」「寒い朝」など
○出演者　カノン
　　　　　　（神埼音楽愛好会）

神埼市中央公民館

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか！
１月は 「ヴォーカルアンサンブル」を楽しんでいただきます

神埼市中央公民館

土土曜の夜
のミュージックタイム土曜の夜
のミュージックタイム

　　　◎問い合わせ先　水車の里　遊学館　　　☎53－8884　　　
　　　　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0102

☆開館時間　9：30～16：00
☆休館日　毎週火曜日、年始休みは、１月３日（月）まで

と　き 内　　　容 材料費・準備品 主　催

1月13日（木）
10：00～15：00

・5,500円
  （材料代ほか）

ペイント教室
カノン
　太田　敏子

キルトハウス・
ベアーズ・ポー
　木村　純子

・800円
・裁縫道具一式
・パッチワークに必要な材料

1月28日（金）
13：30～15：30

 今月から新しい教室が始まります
～陶器に描く趣味の上絵付け教室～
新しいクラフト“白磁ペイント”です。
見学大歓迎です！
あなたの自慢をあなたの手で！　手芸教室
自由製作とお楽しみ小物作り（材料込）
要予約（開催前日まで）

○1階東側ギャラリー

※２階ギャラリーで作品展を希望される個人、団体を
募集しています。希望される方は、使用日の10日前
までに申込書を提出してください。○1階東側ギ ラリ

水車の里遊学館ギャラリー水車の里遊学館ギャラリー水車の里遊学館ギャラリー

あやべ接骨院
●各種保険取扱い
　スポーツや日常生活で負傷したらご相談下さい。
●交通事故自賠責保険取扱い
　交通事故による追突、衝突等により
　首や肩、腰、膝など痛い方はご相談下さい。

●さくら介護ステーション神埼

●さくらデイサービス あやべ

☎0952-52-1848

☎0952-20-2188　【訪問介護】

☎0952-20-1414　【通所介護】

神埼町本堀3194

神埼市神埼町枝ヶ里292-10

人と、ひとが心から。皆様のご多幸を
　　　お祈りいたします
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◆
市
指
定
重
要
文
化
財(

建
造
物)

「
脊
振
の
め
が
ね
橋
」

　
　

  （
平
成
２１
年
９
月
１
日
指
定
）

　

脊
振
の
め
が
ね
橋
は
、明
治
時
代

中
頃
、県
内
道
路
改
修
の
一
環
と
し

て
神
埼
と
脊
振・三
瀬
を
結
ぶ
県
道

改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
、脊
振
町
鹿

路
の
城
原
川
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

め
が
ね
橋
が
な
か
っ
た
頃
は
、広

滝
か
ら
東
鹿
路
を
経
て
広
滝
川（
城

原
川
）の
西
岸
を
下
り
、浅
瀬
の
小
橋

を
渡
り
、ハ
ゼ
の
古
木
が
数
本
残
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
現
在
の
道
路

に
上
が
り
、岩
屋
ま
で
は
耶
馬
溪
の

青
の
く
さ
り
戸
に
も
劣
ら
ぬ
難
所

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
明
治
23
年
に
着
工
し
、明

治
25
年
に
完
成
し
ま
し
た
。総
工
費

８
７
５
円（
当
時
、白
米
10
㎏
25
銭
）

で
、幅
員
６
ｍ
、長
さ
20
ｍ
、橋
脚
は
、

両
岸
の
岩
盤
に
固
定
さ
れ
、耐
久
性

と
急
流
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
た

め
に
ア
ー
チ
の
構
造
を
持
つ
石
造

の
橋
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
の
完
成
で
、三
瀬
、脊
振

に
通
じ
る
広
滝
山
里
道
と
神
埼
方

面
に
至
る
仁
比
山
の
県
道
が
直
結

し
て
神
埼
の
南
北
の
縦
貫
幹
線
道

路
が
整
備
さ
れ
、以
後
、交
通
、産
業

の
振
興
に
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、脊
振

渓
谷
の
景
観
に
も
一
層
の
趣
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　
「
脊
振
村
史
」に
よ
れ
ば
、明
治
40

年
９
月
22
日
に
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

城
原
川
流
域
の
橋
と
い
う
橋
は
、ほ

と
ん
ど
流
失
す
る
大
被
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、こ
の
め
が
ね
橋
だ
け
は

流
失
を
免
れ
た
こ
と
に
よ
り
、工
法

と
竪
固
さ
と
設
計
の
優
秀
さ
が
認

め
ら
れ
、そ
の
評
価
と
し
て「
鶴
は

千
年
、亀
は
万
年
、眼
鏡
橋
の
強
さ

は
幾
万
年
」と
い
わ
れ
た
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
め
が
ね
橋
は
、県
内
で
も
明

治
時
代
の
数
少
な
い
大
型
の
め
が

ね
橋
で
、建
築
当
時
の
旧
状
を
よ
く

残
し
、近
代
石
造
遺
産
と
し
て
価
値

が
非
常
に
高
か
っ
た
の
で
、市
重
要

文
化
財（
建
造
物
）と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
㉛

 〈
あ
お
ば
会
〉

さ
っ
き
出
た
妻
が
財
布
を
取
り
に
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
﨑　

寛
次

日
が
暮
れ
る
バ
タ
バ
タ
畑
仕
事
終
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

雅
代

机
上
で
は
勝
つ
戦
い
の
は
ず
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
久
仁
子

億
単
位
母
か
ら
貰
う
夢
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
島　

永
治

シ
ル
バ
ー
で
心
い
ろ
い
ろ
い
た
だ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

ミ
ズ
エ

ど
こ
に
あ
る
運
命
の
鍵
探
し
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

節
子

あ
れ
こ
れ
と
溜
め
る
ば
か
り
で
物
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
島　

壽
子

お
賽
銭
友
達
連
れ
て
帰
っ
て
来
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
田　

示
右

困
っ
た
な
ー
不
治
の
病
の
金
欠
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

民
子

 〈
ひ
し
の
実
会
〉

他
民
族
住
み
付
く
街
並
冷
え
冷
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
山　

初
次

一
人
居
と
な
り
て
二
十
年
柿
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

牟
田
口
則
子

熟
柿
食
む
祖
母
の
笑
顔
の
今
は
無
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
月
富
士
雄

豊
作
の
柿
を
啄
み
啼
く
カ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

豊
美

故
国
の
柿
た
わ
わ
な
り
帰
り
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

都
子

仏
壇
に
ウ
ラ
年
告
げ
て
柿
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
成　

市
次   

　
〈
零
余
子
句
会
〉

つ
が
に
食
べ
今
年
も
秋
を
感
じ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行　

節
子

紅
葉
の
絨
毯
敷
い
て
カ
ラ
ッ
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

照
代

木
の
枝
に
空
蝉
抱
き
つ
秋
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
岐
ミ
ツ
ヨ

秋
櫻
の
ゆ
れ
る
花
影
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

静
子

石
垣
に
つ
わ
の
花
咲
く
は
な
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
島
万
喜
子

菊
花
展
優
雅
な
大
輪
蔭
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

光
子     

  〈
千
代
田
短
歌
会
〉

齢
九
十
も
ろ
き
て
強
き
人
間
の

命
を
お
も
ふ
そ
の
不
可
思
議
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

露
子

太
陽
に
首
を
回
さ
ぬ
向
日
葵
が

夕
日
に
む
き
て
高
々
と
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

勝
美

一
滴
ま
た
一
滴
と
秋
芳
洞

億
年
の
積
み
黄
金
の
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
千
津
代

今
朝
も
ま
た
わ
が
独
り
居
を
案
ず
る
か

雀
が
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
吾
に
声
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

桂
子

秋
空
と
き
そ
い
て
咲
け
る
オ
ー
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー

老
い
ゆ
く
吾
を
日
々
に
励
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
渕　

繁
代

老
い
松
の
幹
を
這
い
ゐ
る
一
匹
の

虫
保
護
色
に
生
き
る
術
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
明
子

 〈
神
埼
短
歌
会
〉

尖
閣
諸
島
に
鎬
を
け
づ
る
国
ふ
た
つ

怯
む
な
か
れ
の
思
ひ
噛
み
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　
　

幸

生
死
越
え
し
み
じ
み
と
今
過
ぐ
る
身
に

金
木
犀
の
香
を
は
こ
ぶ
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
み
ち
ゑ

学
友
の
便
り
も
途
絶
え
楽
し
み
の

昼
食
会
も
絶
へ
て
幾
月
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
副　

良
江

歌
の
道
ま
な
び
し
長
き
歳
月
を

巡
る
卆
寿
に
逢
へ
る
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石
千
代
子

一
す
ぢ
の
光
射
し
こ
む
庭
隅
の

水
引
草
の
紅
の
目
に
泌
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
富　

茂
子

兄
姉
ら
は
花
野
に
あ
そ
び
睦
み
ゐ
む

空
も
さ
や
け
き
コ
ス
モ
ス
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
井
サ
カ
ヱ

ト
ラ
ク
タ
ー
の
後
か
ら
白
鷺
頭
を

上
げ
下
げ
し
て
は
付
き
て
行
き
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
山
ツ
タ
エ

目
を
剥
き
て
ポ
ー
ズ
を
と
る
も
芸
な
る
や

裸
の
タ
レ
ン
ト
に
笑
ひ
て
嗤
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
島　

孝
子

朝
の
陽
に
誘
は
れ
歩
み
コ
ス
モ
ス
と

光
を
浴
び
る
老
い
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
泉　

亘
彦

華
や
か
な
衣
装
身
に
つ
け
い
と
も
軽
く

ス
テ
ッ
プ
ふ
む
人
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井　

栄
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

川
柳

俳
句

短
歌

こ
す
も
す

む　

か　

ご

ふ
る
さ
と

よ
は
ひ

む

土曜の夜
のミュージックタイム

水車の里遊学館ギャラリー

☎


